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柔道部OB・OG会費振込先
1.  ㈱ゆうちょ銀行
名義：「神大柔道部OB・OG会」
記号：1 0 2 2 0
番号：2 7 9 1 7 5 2 1

2.  横浜銀行菊名支店
名義：「神大柔道部OB・OG会」
口座番号：（普）60 2 5 9 9 6

本年度の年会費（5千円）
他を7月30日までに同封
の振込用紙にて振込し
ていただくかまたは下記
の口座に振り込みを
お願い致します。

全
国
の
神
奈
川
大
学
O
B
・
O
G
会
の

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

の
ご
清
祥
に
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
O
B
・
O
G
会
の
諸

活
動
並
び
に
、
現
役
柔
道
部
に
対
し
ま
し

て
は
、
多
大
な
る
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
平
成
の
時
代
も
来
年
に
て
終

わ
り
を
迎
え
、
新
し
い
元
号
の
時
代
の
幕

開
け
と
り
ま
す
。
来
年
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
、
2
年
後
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
に

か
と
華
々
し
い
話
題
で
賑
わ
い
ま
す
が
、

し
か
し
、
近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
に
よ

り
全
国
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
ま

す
。
今
も
復
興
へ
の
ご
努
力
を
さ
れ
て
い

る
被
災
さ
れ
た
地
区
の
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
行
事
と
し
て
、
10
月
15

日
、
16
日
の
両
日
に
か
け
て
愛
媛
県
松
山

市
に
て
四
国
地
区
・
総
会
報
告
会
が
開
催

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
日
（
土
）
午
後

五
時
よ
り
、
神
奈
川
大
学
十
七
号
館
二
一
五

教
室
に
お
い
て
柔
道
部
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は
五
十

九
名
（
委
任
状
含
む
）
で
し
た
。

菊
池
事
務
局
次
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

松
井
Ｏ
Ｂ
会
長
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席

い
た
だ
い
た
宮
陵
会
副
会
長
会
田
彰
様
か
ら

来
賓
ご
挨
拶
と
と
も
に
最
近
の
大
学
の
近
況

お
よ
び
宮
陵
会
活
動
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
顧
問
の
木
村
仁
氏
（
昭
和
四
十

八
年
卒
）
を
議
長
に
選
出
し
て
、
議
案
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
松
井
Ｏ
Ｂ
会
長
か
ら
二
十

九
年
度
活
動
報
告
、三
十
年
度
事
業
計
画
案
、

小
職
か
ら
二
十
九
年
度
会
計
報
告
お
よ
び
三

十
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
原

案
と
お
り
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
場
で
は
、
現
役
強
化
の
た
め

に
い
か
に
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
が
支
援
で
き
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
、
三
十
年
度
地
区
報
告
会

は
関
東
地
区
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。予
定
し
た
議
案
審
議
を
終
了
し
閉
会
、

そ
の
後
、
納
会
の
場
に
移
行
し
ま
し
た
。

納
会
で
は
、
一
年
間
の
締
め
と
卒
業
生
の

前
途
を
祝
し
ま
し
た
。
納
会
の
場
で
永
ら
く

Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た
泉

隆
一
郎
様
（
昭
和
三
十
九
年
卒
）
に
宮
陵
会

か
ら
の
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
会
の
永
年
表
彰
は
昭
和
四
十
一
年
、
四

十
二
年
卒
の
Ｏ
Ｂ
に
柔
道
部
寺
澤
部
長
か
ら

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
お
知
ら
せ

宮
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
地
域
組
織
・

同
期
・
同
好
組
織
内
に
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
は
宮
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
地

域
組
織
」↓「
同
期
・
同
好
組
織
」
と
進
み
、

組
織
名
一
覧
か
ら
「
神
奈
川
大
学
柔
道
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」
を
選
択
し
て
下
さ
い
。
ま

た
は
、
直
接
左
記
の
U
R
L
を
入
力
し
て

下
さ
い
。

http://kyuryou-soshiki.kanagaw
a-

　
　
　
　

 u.ac.jp/judoobog/

一
度
、
閲
覧
後
は
お
気
に
入
り
等
に
登

録
し
、
継
続
し
て
閲
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
行
事
予
定
と
報

告
、
会
報
等
お
よ
び
現
役
の
戦
績
報
告
等

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
是
非
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

と
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
案
内
で
観
光
及
び
昼
食
を
取
っ
た
。
観
光

後
は
空
港
へ
向
か
い
空
港
で
ゴ
ル
フ
組
も
合

流
し
て
一
休
み
。
土
産
物
を
買
っ
た
後
、
12
名

で
A
N
A
便
（
17
：
15
発
）
に
て
一
路
東
京
へ
。

羽
田
空
港
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
々
は
ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま

た
上
田
先
輩
か
ら
は
四
国
銘
菓
「
一
六
タ
ル

ト
」
の
土
産
を
頂
き
ま
し
た
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

以
下
は
今
回
の
参
加
者
で
す
が
、
以
後
も

旅
行
報
告
会
は
続
き
ま
す
の
で
多
数
の
O
B
・

O
G
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
敬
称

略
、井
手
惇
禎
（
昭
34
年
卒
）、永
井
武
人
（
昭

35
年
卒
）、
井
上
信
義
（
昭
36
年
卒
）、
芳
賀

英
雄
（
昭
37
年
卒
）、石
川
修
身
（
昭
42
年
卒
）、

下
川
洋
司
（
昭
42
年
卒
）、
伊
藤
洋
（
昭
44
年

卒
）、伊
藤
房
憲
（
昭
47
年
卒
）、上
田
孝
行
（
昭

47
年
卒
）、田
中
満
（
昭
47
年
卒
）、宮
脇
学
（
昭

47
年
卒
）、木
村
仁
（
昭
48
年
卒
）、丸
山
稔
（
昭

53
年
卒
）、
松
井
一
郎
（
昭
53
年
卒
）、
久
保
正

文
（
昭
53
年
卒
）、
菊
池
信
也
（
昭
56
年
卒
）。

平
成
29
年
10
月
15
日
（
日
）、
16
日
（
月
）

の
両
日
に
か
け
て
、
愛
媛
県
松
山
市
に
て
四

国
地
区
・
総
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宿
泊
兼
会
場
は
ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松
山
。
出
席

者
は
東
北
地
区
よ
り
1
人
、
関
東
地
区
よ
り

12
人
、
四
国
地
区
よ
り
1
人
、
九
州
地
区
よ

り
2
人
の
計
16
人
で
し
た
。

当
日
は
関
東
・
東
北
か
ら
の
参
加
者
12
名

は
羽
田
空
港
で
落
ち
合
い
9
：
30
発
A
N
A

便
で
移
動
、
機
中
は
1.
5
時
間
ほ
ど
で
松
山

空
港
着
。
松
山
空
港
で
九
州
の
丸
山
先
輩
と

合
流
し
計
13
人
で
空
港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
3

台
に
分
乗
し
て
ホ
テ
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
現
地
幹
事
の
上
田
先
輩
と
合
流
し

て
計
14
人
。
ホ
テ
ル
に
荷
物
を
預
け
身
軽
に

な
り
、
小
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
ホ
テ
ル
の
傘

を
借
り
徒
歩
で
、
上
田
先
輩
の
案
内
で
近
く

の
商
店
街
で
昼
食
に
鯛
め
し
を
食
し
ま
し
た
。

昼
食
後
、
松
山
城
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
ま

で
歩
き
松
山
城
を
見
学
し
ま
し
た
。
見
学
後

は
再
び
徒
歩
で
道
後
温
泉
に
行
き
、
本
館
が

順
番
待
ち
だ
っ
た
の
で
別
館
に
廻
り
そ
こ
で

温
泉
に
つ
か
り
ま
し
た
。

17
：
00
頃
無
事
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

そ
こ
で
東
京
か
ら
新
幹
線
で
来
た
永
井
先
輩

と
九
州
か
ら
来
た
宮
脇
先
輩
と
合
流
。
程
な

く
18
：
00
よ
り
総
勢
16
名
に
て
総
会
報
告
会

を
開
催
。
O
B
・
O
G
会
及
び
現
役
柔
道
部

活
動
状
況
報
告
を
し
た
後
、
懇
親
会
へ
と
続

き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
和
気
あ
い
あ
い
と

会
話
が
盛
り
上
が
り
く
つ
ろ
い
だ
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
懇
親
会
後
は
上
田
先
輩
の
案
内

で
近
く
の
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
「
杏
」
で
飲
め

や
歌
え
の
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

翌
日
月
曜
日
は
ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組
と
に

分
か
れ
て
別
行
動
。
ゴ
ル
フ
組
6
名
は
早
朝
、

奥
道
後
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
へ
向
け
て
ホ

テ
ル
を
出
発
。
観
光

組
8
名
は
朝
食
を

と
っ
た
後
、
9
：
00
ご

ろ
ホ
テ
ル
を
出
発
、

内
子
町
へ
車
で
向
か

い
ま
し
た
。
内
子
町

は
神
奈
川
大
学
創
立

者
の
米
田
吉
盛
先
生

の
出
身
地
で
あ
り
氏

の
銅
像
が
神
奈
川
大

学
よ
り
寄
贈
さ
れ
て

い
る
。
内
子
町
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

平
成
25
年
に
卒
業
し
ま
し
た
泰
川
剛
兆
と

申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、O
B
会
報
に
投
稿
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
の
で
、簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
が

神
大
柔
道
部
に
入
部
す
る
ま
で
の
経
緯
と
現
在

の
仕
事
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

｟
入
部
へ
の
経
緯
｠

私
は
、
沖
縄
県
の
那
覇
西
高
校
を
卒
業
後
、

神
奈
川
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
5
歳
か
ら

柔
道
を
始
め
、
高
校
時
代
も
柔
道
漬
け
の
毎

日
で
し
た
。
神
奈
川
大
学
へ
進
学
し
た
の
は
、

都
会
で
の
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
り
ま
す
。（
柔
道
を
す
る
つ
も
り
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

　
い
ざ
、入
学
す
る
と
、各
部
活
動
が
新
入
生
へ

の
勧
誘
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、そ
の
中
に
柔

道
部
を
発
見
し
ま
し
た
。少
し
気
に
な
っ
た
の

で
、一
度
だ
け
体
験
で
参
加
し
ま
し
た
が
、柔
道

の
熱
意
も
冷
め
て
い
た
私
は
、そ
の
後
行
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
一
緒
に
体
験
参
加
し

て
、そ
の
ま
ま
入
部
し
た
河
村
君
に
は
悪
い
こ
と

を
し
ま
し
た
。す
み
ま
せ
ん
。笑
）そ
の
後
、私

は
半
年
間
く
ら
い
、毎
日
の
よ
う
に
バ
イ
ト
や

飲
み
会
ば
か
り
の
生
活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
長
い
期
間
、柔
道
か
ら
離
れ
た
の

は
人
生
初
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、不
思
議

な
こ
と
に
柔
道
へ
の
思
い
が
少
し
ず
つ
甦
っ
て
く

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。柔
道
か
ら
離
れ
て
か
ら

気
づ
い
た
こ
と
は
、結
局
の
と
こ
ろ「
柔
道
が
好

き
だ
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

入
学
し
て
約
半
年
後
の
10
月
頃
、私
は
入
部

す
る
決
意
を
し
、再
び
柔
道
部
の
扉
を
叩
き
ま

し
た
。同
級
生
、そ
し
て
先
輩
方
も
私
を
快
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
、厳
し
く
も
充
実
し
た
環
境

で
4
年
間
柔
道
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。（
長
く
な
り
そ
う
な
の
で
、4
年
間
の
詳
細

に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
！！
）

｟
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
｠

　

私
は
卒
業
後
、地
元
に
戻
り
沖
縄
県
警
察
に

就
職
し
ま
し
た
。現
在
は
県
警
の
柔
道
特
別
訓

練
員（
柔
道
特
練
）と
し
て
、各
種
大
会
で
の
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
、日
々
厳
し
い
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

警
察
の
柔
道
特
練
と
は
、一流
大
学
出
身
の
柔

道
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
集
ま
る
よ
う
な
チ
ー
ム
で

あ
り
、柔
道
＝
仕
事
で
す
。そ
ん
な
中
で
、神
大

柔
道
部
出
身
の
私
も
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
時
代
で
柔
道
へ
の
熱
意
が
冷
め
た
私
が
、

神
大
柔
道
部
で
蘇
り
、現
在
は
柔
道
を
仕
事
と

し
て
い
る
こ
と
は
自
分
で
も
不
思
議
な
と
こ
ろ
で

す
。き
っ
と
、大
学
入
学
後
の
半
年
間
の
充
電
期

間
が
無
け
れ
ば
、柔
道
へ
の
熱
意
は
甦
ら
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
し
、柔
道
部
の
監
督・同
級
生・先

輩
方
が
い
な
け
れ
ば
、警
察
官
を
目
指
す
こ
と

も
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。神
大
柔
道
部
を

卒
業
し
た
か
ら
、今
が
あ
り
ま
す
。

｟
終
わ
り
に
｠

　

現
役
生
の
皆
さ
ん
は
、小
泉
監
督
の
指
導
の

下
、厳
し
く
も
楽
し
い
学
生
柔
道
生
活
を
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！
S
N
S
で
活
躍
は
拝
見
し
て
お
り

ま
す
。（
警
察
官・刑
務
官
や
教
員
に
な
れ
ば
卒

業
後
も
柔
道
を
活
か
せ
る
よ
）

　

O
B
会
の
皆
様
は
、現
役
選
手
の
稽
古
環
境

作
り
、資
金
援
助
、就
職
サ
ポ
ー
ト
等
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。私
も
遠
く

離
れ
た
沖
縄
で
影
な
が
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
35
年
入
学
、
部
活
動
が
に
ぎ
や
か

な
時
代
の
思
い
出
、
神
奈
川
大
学
柔
道
部

全
国
大
会
出
場
。

　

今
年
77
才
喜
寿
を
迎
え
る
同
期
の
友
人

知
人
等
と
会
話
も
多
く
、
大
学
や
宮
陵
会

の
発
展
に
談
話
が
続
き
ま
す
。
神
大
卒
業

生
と
し
て
の
矜
持
、
そ
し
て
生
活
の
中
で

も
融
通
無
碍
に
気
楽
に
身
の
守
り
を
し
て

お
り
ま
す
。加
納
治
五
郎
師
範「
精
力
善
用
」

「
自
他
共
栄
」
プ
ロ
以
上
の
活
躍
中
監
督
に

期
待
し
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
長
の
指
導
強
化
に

期
待
、
新
入
部
員
増
強
作
業
等
大
学
柔
道

部
部
長
に
さ
ら
な
る
御
指
導
を
い
た
だ
き

度
い
Ｏ
Ｂ
の
一
人
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
横
浜
港
に
神
大
ビ
ル
建

設
、
箱
根
駅
伝
等
宮
陵
会
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
り
、
そ
し
て
宮
陵
会
の
御
支
援
と

御
協
力
で
柔
道
部
の
さ
ら
な
る
発
展
活
躍

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
国
際
的
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
世
界
中
で
盛
り
上
り
を
み
せ
る

柔
道
で
す
。
神
奈
川
大
学
柔
道
部
バ
ン
ザ

イ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
O
B
・
O
G
の
皆

様
に
参
加
し
て
頂
き
盛
会
裡
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
上
田

孝
行
先
輩
に
は
、
設
営
、
準
備
、
ゴ
ル
フ

場
の
予
約
、
観
光
案
内
等
と
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
の
地
区
・
総
会
報
告
会
は
関

東
地
区
箱
根
の
神
大
保
養
所
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
多
く
の
O
B
・
O
G
の
皆
様

方
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
会
で
は
、
29
年
度
の
事
業
報
告
並
び

に
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
も
無
事
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
O
B
・
O
G
の
皆
様

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
神
奈
川
大
学
柔
道
部
へ
の
ご

支
援
、柔
道
部
O
B
・
O
G
会
会
報
の
発
行
、

宮
陵
会
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
、
地
区
・
総
会
報
告
会
の
開
催
、
会
員

名
簿
の
作
成
、
以
上
の
諸
計
画
を
、
役
員

一
同
、
一
致
団
結
し
て
遂
行
し
て
ゆ
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、新
入
生
歓
迎
会
も
7
月
7
日（
土
）

「
末
廣
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
10

名
近
い
新
入
生
が
入
部
さ
れ
ま
す
。
是
非

多
く
の
O
B
・
O
G
の
皆
様
に
ご
出
席
頂

き
、
激
励
の
お
言
葉
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。現

在
の
神
大
柔
道
部
の
戦
績
は
、
あ
ま

り
芳
し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
県
下
の

大
学
及
び
、
高
校
の
中
に
は
、
部
員
不
足

の
為
に
大
会
に
参
加
出
場
す
る
こ
と
さ
え

出
来
ず
、
県
学
生
連
盟
の
運
営
、
活
動
に

お
い
て
非
常
に
深
刻
な
事
態
と
し
て
憂
慮

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
柔
道
は
、
競
技
化
・
ス
ポ
ー
ツ

化
が
進
み
、
成
績
や
勝
敗
ば
か
り
が
注
目

さ
れ
本
来
の
柔
道
精
神
が
薄
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
精
力
善
用
・
自
他
共
栄

の
精
神
、
礼
儀
礼
節
を
わ
き
ま
え
人
を
思

い
や
り
、
人
の
痛
み
を
感
じ
る
、
社
会
に

役
立
つ
人
材
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
柔

道
教
育
の
大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

O
B
・
O
G
会
の
皆
様
の
温
か
い
浄
財
が

現
役
部
員
へ
の
最
大
の
支
援
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
先
輩
諸
兄
の
方
々
の
更
な
る

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
神
奈
川
大
学
柔

道
部
全
国
O
B
・
O
G
会
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
神
奈
川
大
学
柔
道
部

　
　
　 

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
総
会
・
納
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
大
学
柔
道
部
О
Ｂ
・
О
Ｇ
会

　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
久
保
　
正
文
（
昭
和
53
年
卒
）

　
　
　

報告会

納会集合写真

宮陵会から表彰された泉氏



平成30年度事業計画

平成29年12月2日

平成３０年６月１日 神奈川大学柔道部OB・OG会会報

夏季強化合宿予定
今年度は、例年合宿を行っている横須賀を離れ三浦で
行います。
場　　所：三浦 YMCA グローバル・エコ・ヴィレッジ
合宿期間：平成 30 年 8 月 8 日～ 12 日の予定
応援、ご指導よろしくお願いいたします。

神
奈
川
大
学
柔
道
部
O
B
様
。

監
督
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

小
泉
で
す
。
監
督
に
就
任
し
今
年
度

で
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

就
任
当
初
か
ら
部
を
支
え
て
く
れ

た
前
主
将
の
清
遠
含
む
5
人
の
学
生

は
無
事
に
卒
業
し
そ
れ
ぞ
れ
社
会
人

と
し
て
旅
立
ち
ま
し
た
。

今
年
度
は
10
名
の
新
入
生
が
入
部

し
神
大
柔
道
部
の
更
な
る
組
織
の
拡

大
を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
、

今
年
の
新
入
部
員
は
高
校
で
の
柔
道

経
験
が
あ
る
者
が
大
半
を
占
め
、
そ

し
て
中
量
級
、
重
量
級
が
多
い
事
が

嬉
し
い
誤
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
部
員
を
拡
大
で
き
た
の
も
新

生
神
大
柔
道
部
を
陰
な
が
ら
支
え
て

頂
い
た
O
B
会
の
皆
さ
ま
の
お
陰
で

す
。
本
当
に
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
も
神
大
柔
道
部
の
指
揮
を
す

る
中
で
、
学
生
達
が
柔
道
部
を
通
し

て
の
学
生
時
代
の
思
い
出
を
よ
り
多

く
残
せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
社
会
人

と
し
て
即
戦
力
と
な
り
う
る
人
材
育

成
を
目
標
に
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
試
合
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
夏
合
宿
の
企
画
を
進
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
旨
、
今
後
と
も
O
B
会
会

員
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
声
援
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
藤
　
法
生
（
弐
段
）

１７４
㎝ 

　
９０
㎏

【
工
学
部

　電
気
電
子
情
報
工
学
科
】

東
京
都

正
則
学
園
高
等
学
校 

出
身

　神奈川大学柔道部ＯＢ・ＯＧ会の会員各位に於かれましてはご健勝にお過ごし
の事と思います。
　さて今年度の地区・総会報告会は神奈川県箱根町仙石原「神奈川大学箱根保養所」
にて開催いたします。平成年度卒業生の参加を期待して企画しました。ＯＢ・ＯＧ
多数の参加をお願いいたします。
注記：「神奈川大学箱根保養所」は神大ホームページ→キャンパスライフ→サイト内
　　　検索(箱根保養所)で検索できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　　日 　　時 ： 平成３０年１１月１０(土)～１１日(日) (予定)、１泊２日
　　場 　　所 ： 神奈川県箱根町「神奈川大学箱根保養所」
　　　　　　　 神奈川県足柄下郡箱根町大字仙石原1104－1
　　　　　　　 電話　040－84－9611
　　予定費用 ： 宿泊料(1泊朝食付き) 3 , 9 9 2 円(税込)
　　　　　　　 宴会費は別途徴収
　　　　　　　　移動手段、交通費等は未定
　　申込期日 ： 平成３０年８月３０日
　　申 込 先 ： 久保正文(事務局長) 　Ｓ５３卒　電話：090－7904－0740
　　　　　　　 下川洋司(副会長)　　 Ｓ４２卒　電話：090－4219－2276
　　　　　　　 菊池信也(事務局次長) Ｓ５６卒　電話：090－4601－3537
　　オプション企画 ： 観光とゴルフを検討しております。

箱根にて地区・総会報告会開催

川
大
学
柔
道
部
を
さ
ら
に
良
い
も
の

に
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。O
B
・
O
G
の
先
輩
方

も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
と
よ
り
一
層

盛
り
上
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、是
非

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

神
大
王
座
決
定
戦

　
　
　
　
　
（
学
年
は
当
時
の
も
の
）

　

 

優　

勝　

 

松　

原　

孝　

輝

（
経
済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科　

二
年
） 

　

 

準
優
勝　

 

藤　

川　
　
　

翼

（
法
学
部
自
治
行
政
学
科　

三
年
）

　

 

第
三
位　

 

清　

遠　

雄　

一

（
法
学
部
自
治
行
政
学
科　

四
年
）

　

 

第
三
位　

 

西　

藤　

功　

雄

（
工
学
部
建
築
工
学
科　

一
年
）

平成29年度繰越金

30年度会費
30年度合宿援助金

寄付金

805,171

325,000
325,000

50,000

　

1,505,171

平成29年12月2日

収入の部

合　計

支出の部
平成30年度 神奈川大学柔道部OB・OG会 収支予算（案）

（柔道部への援助）
　強化コーチ指導料補助
　合宿援助金
　監督交通費
　新入部員記念品
　王座戦優勝盾
　卒業生記念品
小計
OB・OG名簿印刷代
案内・会報他郵送料
写真代（新歓・納会）
会報印刷代他
地方OB・OG宿泊援助金
（＠8000×5名）
OB・OG永年表彰
慶弔費用
予備費

支出小計
次期繰越金

30,000
150,000
200,000
30,000
3,000
20,000
433,000
250,000
60,000
60,000
50,000
40,000

20,000
20,000
20,000

　

953,000

552,171

1,505,171合　計

平成29年度 神奈川大学柔道部OB・OG会 収支決算報告

昨
年
、10
月
28
日
に
神
大
フ
ェ
ス
タ

に
お
い
て
、神
大
王
座
決
定
戦
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。前
年
度
と
は
異
な
り
、

現
役
部
員
以
外
の
学
生
参
加
者
を
募

り
、オ
ー
プ
ン
参
加
と
い
う
形
を
や
め
、

神
奈
川
大
学
の
現
役
部
員
の
み
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。今
年
度
は
女
子

部
員
の
入
部
に
よ
り
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
し
た
が
、女

子
の
試
合
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現
三
年
生
の
松
原
孝
輝
が
2
連
覇

と
な
り
ま
し
た
。就
職
活
動
で
忙
し
い

中
、前
年
度
卒
業
の
清
遠
雄
一
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、大
変
白
熱
し
た
試
合

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
部
員
と
切
磋
琢
磨
、一
所
懸

命
、真
摯
に
部
活
に
打
ち
込
み
、神
奈

　
　
勝
　
亦
　
叶
一
郎
（
自
治
行
政
学
科
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
男
子（
１００
㎏
級
）

　
　
大
　
見
　
航
　
雅
（
機
械
工
学
科
　
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

●
関
東
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

　
於
　
埼
玉
県
立
武
道
場（
八
月
二
十
六
・
二
十
七
日
）

　
男
子（
６０
㎏
級
）

　
　
澤
　
里
　
音
次
郎 （
経
営
工
学
科
　  

二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
勝
　
亦
　
叶
一
郎
（
自
治
行
政
学
科
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
設
　
楽
　
拓
　
樹
（
法
律
学
科
　
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
男
子（
６６
㎏
級
）

　
　
清
　
遠
　
雄
　
一
（
自
治
行
政
学
科
　
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
藤
　
川
　
　
　
翼
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
松
　
川
　
治
　
基（
経
済
学
科
　
　
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
松
　
原
　
孝
　
輝
（
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
男
子（
７３
㎏
級
）

　
　
西
　
海
　
翔
　
太（
国
際
系
学
科
　
　
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
　
石
　
田
　
雄
一
朗
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
　
田
　
村
　
凌
　
弥（
人
間
科
学
科
　
　 

三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

一
回
戦
敗
退

　
　
西
　
尾
　
　
　
宙（
法
律
学
科
　
　
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
西
　
藤
　
功
　
雄
（
建
築
工
学
科
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
男
子（
８１
㎏
級
）

　
　
佐
　
藤
　
高
　
広
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
朝
　
永
　
颯
　
人
（
法
律
学
科
　
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
　
前
　
田
　
大
　
輝
（
法
律
学
科
　
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
男
子（
１００
㎏
級
）

　
　
大
　
見
　
航
　
雅
（
機
械
工
学
科
　
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
女
子（
６３
㎏
級
）

　
　
池
　
田
　
光
　
咲
（
人
間
科
学
科
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

●
鎌
倉
八
幡
宮
奉
納
試
合

　
　
　
　
　
　
於
　
鶴
岡
八
幡
宮（
九
月
十
日
）

　
団
体
戦（
無
段
の
部
　
３
人
制
）　
　
優
勝

　
　
西
　
尾
　
　
　
宙 （
法
律
学
科
　    

　
二
年
）

　
　
中
　
野
　
峻
　
平 （
法
律
学
科
　
　
　
一
年
）

　
　
小
　
谷
　
有
　
加 （
法
律
学
科
　
　
　
一
年
）

　
団
体
戦（
有
段
者
の
部
　
３
人
制
）　
３
位

　
　
藤
　
川
　
　
　
翼（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
澤
　
里
　
音
次
郎 （
経
営
工
学
科      

　
二
年
）

　
　
朝
　
永
　
颯
　
斗（
法
律
学
科
　          

一
年
）

●
第
７２
回
神
奈
川
県
学
生
柔
道
秋
季
大
会

　
　
　
於
　
神
奈
川
県
立
武
道
場（
十
月
八
日
）

　
団
体
戦（
男
子
７
人
制
）　

　
一
回
戦
　
対
　
防
衛
大
学
　
　
０－

６
　
負

　
個
人
戦

　
　
池
　
田
　
光
　
咲（
人
間
科
学
科
　      

一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

平
成
二
十
九
年
度

神
奈
川
大
学
柔
道
部
戦
績
報
告

●
第
７２
回
神
奈
川
県
学
生
柔
道
春
季
大
会

　
　
　
於
　
神
奈
川
県
立
武
道
館（
五
月
七
日
）

　
団
体
戦（
男
子
７
人
制
）

　
一
回
戦  

対  

横
浜
国
立
大
学
　
４－

２
　
勝

　
準
決
勝  

対  

防
衛
大
学
校
　    

１－

６
　
負

　
三
位
決
定
戦  

対  

関
東
学
院
大
学   

２－

１
　
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
三
位

　
個
人
戦

　
男
子（
軽
量
級
）

　
　
高
　
橋
　
巧
　
人（
自
治
行
政
学
科  

二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
準
決
勝
敗
退
　
三
位
入
賞

　
　
澤
　
里
　
音
次
郎（
経
営
工
学
科
　  

二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

二
回
戦
敗
退

　
男
子（
軽
中
量
級
）

　
　
藤
　
川
　
　
　
翼
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
準
決
勝
敗
退
　
三
位
入
賞

　
　
石
　
田
　
雄
一
朗
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
欠
場

　
男
子（
中
量
級
）

　
　
佐
　
藤
　
高
　
広
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
男
子（
重
量
級
）

　
　
大
　
見
　
航
　
雅
（
機
械
工
学
科
　  

二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

●
関
東
学
生
柔
道
優
勝
大
会

　
於
　
埼
玉
県
県
立
武
道
場（
五
月
二
十
一
日
）

　
団
体
戦
二
部（
男
子
７
人
制
）

　
一
回
戦
　
対
　
白
鴎
大
学
　
　
４－

１
　
勝

　
二
回
戦
　
対
　
防
衛
大
学
校
　
０－

７
　
負

●
神
奈
川
県
学
生
柔
道
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
体
重
別
選
手
権
大
会
　
予
選
会

　
　
　
　
於
　
防
衛
大
学
校（
五
月
二
十
七
日
）

　
男
子（
６０
㎏
級
）

　
　
澤
　
里
　
音
次
郎
（
経
営
工
学
科  

　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
勝
　
亦
　
叶
一
郎
（
自
治
行
政
学
科
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
３
位
決
定
戦

　
　
澤
　
里
　
音
次
郎
　
対
　
勝
　
亦
　
叶
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
者
　
勝
　
亦
　
叶
一
郎

　
男
子（
７３
㎏
級
）

　
　
石
　
田
　
雄
一
朗
（
自
治
行
政
学
科
　
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
松
　
原
　
孝
　
輝（
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
西
　
尾
　
　
　
宙（
法
律
学
科
　
　
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
　
西
　
藤
　
功
　
雄
（
建
築
工
学
科
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

　
男
子（
８１
㎏
級
）

　
　
朝
　
永
　
颯
　
人
（
法
律
学
科
　
　
　
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
戦
敗
退

　
男
子（
１００
㎏
級
）

　
　
大
　
見
　
航
　
雅
（
機
械
工
学
科
　
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
総
当
り
戦
　
三
位
入
賞

●
神
奈
川
県
学
生
柔
道

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会
　
本
戦

　
　 

　 

於
　
神
奈
川
県
立
武
道（
六
月
十
日
）

　
男
子（
６０
㎏
級
）

　
　
澤
　
里
　
音
次
郎
（
経
営
工
学
科
　
　
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
戦
敗
退

神
大
王
座
決
定
戦
報
告

1.　柔道部ＯＢ・ＯＧ会 会報の発行
2.　柔道部OB・OG会 会員名簿の作成
3.　地区総会報告会の開催(神奈川県箱根町｠ 神奈川大学箱根保養所)
4.　神奈川大学柔道部への支援
5.　一般社団法人 神奈川大学宮陵会への参加
6.　神奈川大学柔道部 OB・OG会のホームぺージの充実

平成２9年度事業報告
1.　柔道部ＯＢ・ＯＧ会 会報の発行
2.　地区総会報告会の開催 (四国地区愛媛県松山市)
3.　神奈川大学柔道部への支援
4.　一般社団法人 神奈川大学宮陵会への参加
5.　神奈川大学柔道部OB・OG会のホームぺージの充実

新
入
部
員
紹
介

新
入
部
員
紹
介

菊池信也(事務局次長)　Ｓ５６卒

平成28年度繰越金

29年度会費
29年度合宿援助金
宮陵会補助金・お祝い金
納会会費
新入生歓迎会会費
受取利息

786,255

335,000
370,000
58,000
119,000
100,000

6

 
1,768,261

収入の部

合　計

支出の部
（柔道部への援助）
　合宿援助金他
　監督交通費
　卒業生記念品
　王座戦優勝盾
　新入部員記念品
小計
納会費用
新入生歓迎会費用
OB表彰状・記念品
納会・総会葉書・印刷代
納会・総会案内郵送代
納会・新入部員歓迎会写真代
会報等印刷代
納会・新歓他写真CD作成代
ゆうちょ銀行振込手数料
郵送費・葉書・コピー代等

（慶弔費用）
　松井様(S53年卒）

支出小計
次期繰越金

180,000
200,370
15,390
2,235
42,060
440,055
148,000
105,000
57,768
23,520
21,320
60,000
54,000
6,780
6,260
19,393

20,994

963,090

805,171

1,768,261合　計

菅
野
　
雄
介
（
弐
段
）

１７２
㎝ 

　
９５
㎏

【
工
学
部

　機
械
工
学
科
】

東
京
都

駒
込
学
園
高
等
学
校 

出
身

藤
田
　
宏
紀
（
初
段
）

１７９
㎝ 

　
８１
㎏

【
経
済
学
部

　経
済
学
科
】

神
奈
川
県

新
羽
高
等
学
校 

出
身

熱
田
　
龍
飛
（
初
段
）

１７９
㎝ 

　
８１
㎏

【
法
学
部

　自
治
行
政
学
科
】

神
奈
川
県

逗
子
高
等
学
校 

出
身

籔
　
洋
夢
（
初
段
）

１７４
㎝ 
　
６６
㎏

【
法
学
部

　法
律
学
科
】

神
奈
川
県

旭
高
等
学
校 

出
身

奥
山
　
雄
太
（
初
段
）

１７６
㎝ 

　
８１
㎏

【
経
済
学
部

　現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
】

神
奈
川
県

藤
嶺
藤
沢
高
等
学
校 

出
身

オ
カ
ダ
　
ヒ
ト
シ
（
無
段
）

１７７
㎝ 

　
９０
㎏

【
外
国
語
学
部

　英
語
英
文
学
科
】

宮
城
県

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校 

出
身

佐
藤
　
啓
（
無
段
）

１６９
㎝ 

　
５５
㎏

【
工
学
部

　建
築
工
学
科
】

神
奈
川
県

湘
南
工
科
大
学
附
属
高
等
学
校 

出
身

本
城
　
悠
月
（
初
段
）

１５６
㎝ 

　
４８
㎏

【
法
学
部

　自
治
行
政
学
科
】

神
奈
川
県

新
羽
高
等
学
校 

出
身

主

将

抱

負

　 

　
　
　  

　
　 

神
奈
川
大
学
柔
道
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
将
　
藤
川 

　
翼

今
年
度
、
神
奈
川
大
学
柔
道
部
の
主

将
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
藤
川
翼
で

す
。
現
在
柔
道
部
で
は
、
監
督
の
指
導

の
も
と
、
関
東
一
部
リ
ー
グ
昇
格
を
目

指
し
、
部
員
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
合
い

な
が
ら
、日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
柔
道
だ
け
で
は
な
く
、
勉
学
の

方
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
文
武
両
道

を
心
が
け
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
就
職
後
、
社
会

人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

体
力
や
忍
耐
力
を
柔
道
を
通
し
て
身

に
つ
け
る
こ
と
が
最
終
的
な
目
標
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
O
B
・

O
G
の
皆
様
、
ま
た
神
大
柔
道
部
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
方
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

助
監
督
挨
拶

　 

神
奈
川
大
学
柔
道
部

  

　
　
助
監
督
　
本
山
　
　
巌
（
昭
和
52
年
卒
）

O
Ｂ
.
O
G
会
の
皆
様
、
平
素
か
ら

柔
道
部
の
活
動
に
対
し
て
、
格
別
の

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
戦
績
は
、
残
念
な

が
ら
諸
先
輩
方
に
対
し
、
誇
れ
る
よ

う
な
良
い
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
頃
の
練
習
不
足
を
痛
感
致

し
ま
し
た
。

ま
た
、
就
職
活
動
に
お
き
ま
し
て

も
、
4
年
生
7
名
中
4
名
は
、
概
ね

希
望
ど
お
り
の
職
種
に
就
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
残
り
3
名
中
2
名

の
学
生
は
残
念
な
が
ら
就
職
浪
人
、

も
う
1
名
は
、
大
学
に
残
っ
て
勉
学

に
励
む
、
と
の
こ
と
に
な
り
、
学
生
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
私
の
力
不
足
を
改

め
て
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
大
学
生
は
、
精

神
的
に
も
社
会
的
に
も
未
熟
で
、
こ

れ
か
ら
社
会
に
出
る
可
塑
的
段
階
で

あ
り
、
最
も
重
要
な
時
期
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
学
生
時
代
が
一
番
楽
し
か
っ

た
な
あ
。
そ
う
嘆
く
大
人
に
な
る
か
。

自
ら
鍛
え
た
足
腰
で
自
分
の
場
所
を

し
っ
か
り
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
か
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
小
泉

監
督
を
補
佐
し
な
が
ら
、
柔
道
を
通

じ
て
、
人
材
育
成
に
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
各
般
に
渡
り
、
御

支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

監
督
挨
拶

　
　
　
神
奈
川
大
学
柔
道
部

　
　
　
　
　
監
督
　
小
泉
　
桂
一
（
平
成
12
年
卒
）




